











































実験 5 では，3 刺激オドボール課題の手続きを用いて，視覚標準刺激と視覚標的刺激
の弁別課題中に，逸脱刺激として聴覚刺激を呈示した。この課題無関連な聴覚逸脱刺
激に対する ERP の反応は視覚弁別が難しい場合に増大したことから，課題無関連な
聴覚逸脱刺激に対する注意の捕捉は，視覚課題への資源配分量の増大によって促進さ
れることが示された。実験6 では，実験5 で得られた逸脱刺激に対する反応が視覚刺
激の消失に対する反応であった可能性を否定し，聴覚逸脱刺激に対する注意の捕捉が
視覚課題何度の上昇に伴って促進されることを改めて確認した。 
	 第Ⅳ部では，第Ⅱ部と第Ⅲ部の研究で得られた結果から，課題無関連な逸脱刺激の
処理と，課題への資源配分の関わりについて考察する。本研究は，課題への注意資源
配分量を評価する有用な方法を提案するとともに，課題関連刺激と無関連刺激に対す
る注意資源の配分は感覚モダリティに限定されず，課題の特性や要求によって柔軟に
行われることを示唆している。 
 
